
 

 

 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。本年も,子供たちの成長の手助けとなりますよう, 

教職員一同努めてまいります。本年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

風邪などひかず、元気に過ごせましたか。 

冬休みは、大晦日やお正月、おせち料理やお年玉など、日本の伝統行事や昔からの習慣に触れる機会

がたくさんありましたね。そのことについて少し話をします。 

日本では、新年になると「あけましておめでとう。今年もよろしく」と家族や親せき、友達など知り

合いの人と新年のあいさつをします。新年のあいさつをする習慣は、もう千年以上続いているそうです。

なぜ、新年のあいさつをするのでしょう。 

「新年あけましておめでとう」の言葉には、もともとは「私もあなたも無事に新しい年を迎えられて

よかった。」という気持ちが込められていたそうです。昔は戦いや戦争が起きていて、人々は命がけで

生活していました。だから、お互いに生きて新しい年を迎えることができてよかった、という喜びが込

められていたのですね。 

もう一つ、「しめ飾り」「門松」。これは何のためのものでしょう。日本ではお正月に「年神様」という

神様が天からやってきて、１年間の幸せを運んでくると言われています。その神様の通り道を示すもの

がしめ飾りや門松。だからしめ飾りや門松を家の玄関や建物の入り口に置くのですね。 

そしてとんどの日に、飾っておいたしめ飾りや門松を焼くとその灰が空高く昇っていくのに合わせて

神様も天に帰っていくのだそうです。いつの時代も、人々が幸せを願う気持ちは同じですね。 

さて、今年はうま（午）年。うまは縁起の良い動物とされており、うま年は「うまくいく」年になる

と言われています。さあ、いろいろなことにチャレンジして頑張っていきましょう。 

今年もよろしくお願いします。 

平良小学校校長 二野宮大英 

廿日市市立平良小学校学校だより              
  
                   

学校教育目標 

「自ら学び みんなで高まる 児童の育成」 

ＨＰ：http://www.hatsukaichi-edu.jp/hera-e/ 

３学期始業式 校長新年の挨拶より 

 12 月２０日（土）に，立川さんと地域の

子供たちによる門松づくりが行われました。

平良小学校の正門に飾られています。 

ありがとうございました。 

いじめ防止月間の取組として，各学級で「いじめ

ダメ！」スローガンを決めました。各学級のスロー

ガンは、学年便りでご紹介します。多目的ホールに

展示しております。来校の際にご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 


